
健育会グループ　第9回TQM活動発表セミナー　【演題⑦】

名

分

回 ％

【課題の明確化】

活動状況
　平成　26　年　6 月～ 11 月 平均会合時間 30

会合回数 18 平均会合出席率 100

チームの名称 えがお増やし隊（＾－＾）♪
リーダー名（職種） 　小伊　勢恭子　（介護福祉士）

チームの人数 8

改善の指標と
その目標値

（指標）アクティビティを行なっているご利用者　（人数）
（目標値）道具の自己管理が可能なご利用者　２５名／２５名（１００％）

実施した対策
①ご利用者の身体状況の把握（転倒ﾁｪｯｸｼｰﾄ、業務連絡ﾎﾞｰﾄﾞ）、
②解答用紙・ぬり絵見本の準備、③個人ﾌｧｲﾙの作成、④ﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞ（棚、道具）、
⑤ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｺｰﾅｰのﾚｲｱｳﾄ変更（棚板の購入、身体状況に合わせた道具配置）

改善指標の
対策実施前後の

変化

（実施前）アクティビティの道具の自己管理０％（０名／２５名）
（実施後）アクティビティの道具の自己管理１００％（２５名／２５名）

活動の種類 質・安全・能率・CS・モラル・コスト 取り組み種別 問題解決型　・　課題達成型

改善しようとした
問題 課題

アクティビティに関わる事業所内の環境改善及びご利用者の自立度向上

演題名
アクティビティを考えよう！！

～環境変化でご利用者の自立度アップ大作戦！！～

施設名 喬成会　ふれあいクリニック 発表者（職種） 　小伊勢　恭子　（介護福祉士）

環境や実施方法を見直すことで
ご利用者の自立度向上につなが
るのでは・・・？

ギャップ

約70％が歩行自立水準

ご利用者の身体状況 アクティビティ参加状況

約90％（一日平均約25名）

道具を席まで運ぶ
・脳トレ資料・色鉛筆
・ネット手芸・トランプ
・オセロ など

実施

回収・道具の片付け

採点

アドバイス

道具のメンテナンス仕分け

進度の確認

展示・返却

：職員の動き

：ご利用者の動き

ご利用者の
約７０％が歩行自立水準
にあるにも関わらず、
職員が準備から片付け
までを行い、ご利用者は
準備されたものを行なう

だけであった！！

ご利用者が取り出しにくい

場所に保管している

一括した管理となっている

転倒の危険がある

ラベリングされていない

場
所

道
具

人 過剰介護になってしまう ご利用者が主体的に

行動する

個別の管理が出来る

ラベリングされている

整理整頓され、
動きやすい環境

自由に

取り組むこと

が出来ない

管理方法

乱雑な環境

転倒の危険

自主的に取り組める

評価・実施方法の検討

道具の管理方法の

検討

使いやすく、安全な

環境の検討

現在の姿 ありたい姿 攻めどころ

【ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨのﾌﾟﾛｾｽ】
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【目標設定】
平成26年10月までにｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨの環境を整備し、ご利用者が道具を100％自己管理できる

【方策の立案・最適策の追及・実施】
質
・

【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】

教
育

方策案

標
準
化

管
理

いつ

毎朝

毎朝

１回／月

物品が所定の位置にあるかを確認する

道具のメンテナンス

何を

道具

道具
物品庫
フロア

どこで

物品庫
フロア

どうする

確認する

ﾒﾝﾃﾅﾝｽする

資料を
入れ替える

説明する

だれが

担当者

担当者

担当者

スタッフ
ルーム

担当者

フロア資料がマンネリ化しないようにする

マニュアルを作成する
新入職員
入職時

原本・見本
問題・解答

マニュアル

有形効果 【ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨのﾌﾟﾛｾｽ（最適策実施後）】

自主的に取り組める

評価・実施方法の検討

道具の管理方法の

検討

①転倒チェックシートの活用

使いやすく、安全な

環境の検討

④各ご利用者に合わせたファイルの作成

⑤ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｺｰﾅｰの棚に物品名のﾗﾍﾞﾙを貼付する

⑦ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｺｰﾅｰのﾚｲｱｳﾄ変更

⑧新しい棚板の購入

⑨各ご利用者の身体状況に合わせた道具の配置

⑥道具に個人名のﾗﾍﾞﾙを貼付する

②業務連絡ﾎﾞｰﾄﾞを活用し、ご利用者の身体状況把握の徹底

③解答用紙・ぬり絵見本の準備

課題を選ぶ

実施

道具の片付け・提出

自己採点

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

道具を取りに行く

進度の確認

展示・返却

歩行時の見守り

歩行時の見守り

道具のメンテナンス
資料の

点検・補

：職員の動き

：ご利用者の動き

道具の自己管理

０名⇒１日平均約２５名！！

環境変化

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨのﾌﾟﾛｾｽが大きく変化

無形効果

・個人ファイルが「自分のもの」と感じられ、今まで以上に活動してみたいという気持ちに

なった。

・職員にお願いするのではなく、自分のタイミングで動くことが出来るようになって嬉しい。

・道具の場所がわかりやすくなって、自分でやってみようという気持ちになった。波及効果

管理業務

１日３０分
短縮！！

週平均

２．５時

ご利用者の声

職

員

限られた職員数・環境でも、方法を工夫

することで、余裕を生み出すことができ、
職員の意識改革にもつながった！

疾患が原因でアクティビティに参加するのが難しいご利用者の笑顔も引き出していけるような

対応を今後の課題として職員一丸となって取り組んでいきたい！

×５日
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